
在
宅
勤
務
の
試
験
導
入
期
間
延
長
決
定

2020年3月期決算

第
８
回
中
央
委
員
会

西鉄本体の経常利益20.7％減

来
年
1
月
施
行
予
定
の

北
九
州
市
議
選

減
収
の
組
合
員
支
援

受
付
期
限
６
月
30
日

分
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

分
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
徹
底

片
江
分
会

コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な

博
多
分
会

医
療
共
済
貸
付

要
件
緩
和
で

利
用
し
や
す
く

医
療
共
済
貸
付

要
件
緩
和
で

利
用
し
や
す
く

執
行
部
は
、５
月
25
日
、第
15
回

執
行
委
員
会
を
開
催
し
、２
０
２

１
年
１
月
施
行
予
定
の
北
九
州

市
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
、浜

口
恒
博
氏（
現
３
期
、八
幡
西
区
）

を
組
織
外
候
補
と
し
て
推
薦
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
。浜
口
氏
は
、西

鉄
労
組
の
政
治
部
長
、九
州
地
連

の
副
執
行
委
員
長
、連
合
福
岡
の

政
治
局
長
を
経
て
、２
０
０
９
年

２
月
の
北
九
州
市
議
会
議
員
選

挙
で
、初
当
選
。以
後
、11
年
に
わ

た
り
、私
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
を
め
ざ
し
、交
通
政
策

を
は
じ
め
と
す
る
政
策
・
制
度
要

求
の
実
現
に
向
け
て
精
力
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
。西
鉄
労
組
で
は
、

今
後
、浜
口
氏
の
４
選
に
向
け
て

積
極
的
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て

い
く
。

世
界
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
猛
威
を
振
る
い
、我
が
街
福
岡

で
も
、緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
を

皮
切
り
に
、電
車
・
バ
ス
が
減
便
さ

れ
、日
常
で
は
な
い
光
景
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。片
江
分
会
で
は
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
取
り
組

み
と
し
て
、マ
ス
ク
着
用
の
徹
底
、

手
洗
い
消
毒
の
励
行
、営
業
所
内

で
の
３
密（
密
閉
、密
集
、密
接
）を

避
け
る
行
動
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、バ
ス
車
内
に
お
い
て
も
、運

転
士
の
感
染
リ
ス
ク
を
避
け
る
防

護
策
と
し
て
、最
前
列
座
席
の
使

用
規
制
と
車
内
消
毒
液
の
設
置
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。一
日
も
早
い

終
息
を
願
い
つ
つ
、い
つ
も
の
日
常
、

い
つ
も
の
我
が
街
福
岡
が
取
り
戻

せ
る
よ
う
、皆
で
結
束
し
て
こ
の
危

機
を
乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
教
宣
部
長
　
門
田
　
勉
】

博
多
分
会
で
は
、４
月
１
日
と

５
月
９
日
、定
例
の
分
会
委
員
会

を
開
催
し
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
が
叫
ば
れ
る
中
、

先
の
見
え
な
い
危
機
的
状
況
で
、組

合
員
一
人
ひ
と
り
に
何
が
で
き
る
の

か
を
話
し
合
い
ま
し
た
。こ
ま
め
に

手
を
洗
う
こ
と
、マ
ス
ク
を
正
し
く

着
用
す
る
こ
と
、運
休
で
稼
働
し
て

い
な
い
車
両
の
室
内
外
の
清
掃
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
教
宣
部
長
　
渡
邉
孝
実
】

「
浜
口
恒
博
」

北
九
州
市
議
を

推
薦
決
定

「
浜
口
恒
博
」

北
九
州
市
議
を

推
薦
決
定

冒頭、挨拶する５名の新任委員

間隔を開けて座る会議員

◆   8日（月）…事務局会議
◆ 17日（水）…執行委員会
◆ 29日（月）…専従者会議

組合本部 ６月スケジュール

※急遽変更となる
　場合があるので、
　ご注意ください。

５
月
29
日
、組
合
本
部
で
、第
８

回
中
央
委
員
会
を
開
催
し
、「
本
部

選
挙
管
理
委
員
任
命
」「
在
宅
勤

務
の
試
験
導
入
期
間
の
延
長
お
よ

び
在
宅
勤
務
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
変

更
」な
ど
、す
べ
て
の
議
案
が
満
場

一
致
で
決
定
さ
れ
た
。依
然
と
し

て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
で
は
あ

る
が
、マ
ス
ク
着
用
や
換
気
の
徹
底

な
ど
、感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し

た
う
え
で
、２
カ
月
ぶ
り
に
本
部

で
開
催
し
た
。

会
議
員
か
ら
は「
夏
季
被
服
定

期
貸
与
の
臨
時
取
扱
い
」と「
組
合

規
約
附
属
規
程
の
一
部
改
定
」に
つ

い
て
、意
見
や
要
望
が
出
さ
れ
た
。

・
藤
木
一
幸（
桧
原
）

・
寺
岡
昌
司（
愛
宕
浜
）

・
服
部
英
治（
柳
川
乗
務
）

・
大
石
耕
士（
筑
紫
乗
務
）

・
原
口
駿
介（
都
市
開
発
）

・
力
丸
遥
介（
本
社
事
務
）

※
決
議
内
容
の
詳
細
は「
か
べ
新
聞

第
８
号
」参
照（
分
会
掲
示
板
、イ

ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
の
西
鉄
労
組
掲

示
板
に
掲
載
）

５
月
20
日
、西
鉄
本
社
で
決
算
労
使
協
議
会
を
お
こ

な
い
、組
合
は
２
０
２
０
年
３
月
期
決
算
に
つ
い
て
、会

社
か
ら
説
明
を
受
け
た
。

グ
ル
ー
プ
全
体
の
連
結
決
算
で
は
、売
上
高
に
あ
た

る
営
業
収
益
が
３
、８
９
４
億
円（
前
期
比
▲
74
億

円
）、本
業
で
稼
い
だ
利
益
を
示
す

営
業
利
益
が
１
６
４
億
円（
同
▲

38
億
円
）、営
業
外
で
発
生
し
た
損

益
も
加
え
た
経
常
利
益
が
１
４
３

億
円（
同
▲
49
億
円
）と
な
っ
た
。

鉄
道
事
業
で
は「
令
和
」効
果
に

よ
る
観
光
需
要
増
加
な
ど
で
増
収

と
な
っ
た
も
の
の
、国
際
物
流
事
業

で
の
取
扱
高
の
減
少
や
、バ
ス
事
業

で
の
旅
客
人
員
の
減
少
、住
宅
事

業
で
の
分
譲
販
売
区
画
数
の
減
少

な
ど
が
響
き
、全
体
で
は
営
業
収

益
が
落
ち
込
ん
だ
。ま
た
、営
業
利

益
の
減
少
額
38
億
円
の
う
ち
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

よ
る
影
響
額
の
概
算
値
は
35
億
円

で
あ
っ
た
。

ま
た
、厳
し
い
事
業
環
境
下
で

組
合
員
は
、精
一
杯
増
収
に
励
ん

だ
も
の
の
、西
鉄
本
体
の
個
別
業

績
は
、営
業
収
益
が
１
、６
１
７
億

円（
前
期
比
▲
49
億
円
）、営
業
利

益
が
94
億
円（
同
▲
23
億
円
）、経

常
利
益
が
１
２
３
億
円（
同
▲
32

億
円
）と
な
っ
た
。

西
鉄
労
組
共
済
会
で
は
、パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
帰
休
に
よ
り
減
収
が
生

じ
て
い
る
組
合
員
の
皆
様
の
生
活

の一助
と
な
る
施
策
と
し
て
、保
証

人
を
不
要
と
す
る
な
ど
、従
来
の

共
済
貸
付
の
要
件
を
緩
和
し
た
貸

付
を
、６
月
30
日（
火
）ま
で
の
期

間
限
定
で
実
施
し
て
い
ま
す
。詳

細
は
、運
営
委
員（
分
会
長・出
向

班
長
）ま
た
は
組
合
本
部
ま
で
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

【
西
鉄
労
組
共
済
会
】

本
部
選
挙
管
理
委
員 

※
敬
称
略

■
開
催
日
：
５
月
29
日（
金
）

■
場
　
所
：
組
合
本
部

心がけよう
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５
月
20
日
、参
議
院
本
会
議
で
お

こ
な
わ
れ
た
、地
域
公
共
交
通
活
性

化
再
生
法
改
正
案
の
趣
旨
説
明
・
質

疑
に
お
い
て
、森
屋
隆
参
議
院
議
員

が
代
表
質
問
を
お
こ
な
っ
た
。私
鉄
総

連
出
身
の
国
会
議
員
が
代
表
質
問
に

登
壇
す
る
の
は
、２
０
０
０
年
の
渕

上
貞
雄
元
参
議
院
議
員
以
来
、20
年

ぶ
り
。

冒
頭
、森
屋
議
員
は
、①
地
域
公
共

交
通
を
交
通
政
策
の
中
心
に
据
え
た

施
策
の
展
開
に
つ
い
て
、②
公
共
交
通

労
働
者
、と
く
に
自
動
車
運
転
労
働

者
の
長
時
間
労
働
と
低
賃
金
の
是
正

に
つ
い
て
、赤
羽
国
交
大
臣
に
見
解
を

尋
ね
た
。こ
れ
に
対
し
て
赤
羽
大
臣

は
、「
本
法
案
の
新
た
な
制
度
を
活
用

し
な
が
ら
地
域
公
共
交
通
に
関
す
る

施
策
に
し
っ
か
り
取
り
組
む
」と
答

弁
。ま
た
、「
長
時
間
労
働
の
是
正
と

賃
金
上
昇
で
待
遇
の
改
善
を
は
か
る

こ
と
が
不
可
欠
」と
、労
働
環
境
改
善

の
必
要
性
に
も
一
定
理
解
を
示
し
た
。

次
に
、森
屋
議
員
は
、改
正
案
の
具

体
的
内
容
に
触
れ
、①
地
域
公
共
交

通
の
協
議
の
場
に
公
共
交
通
従
事
者

の
代
表
を
加
え
る
こ
と
、②
バ
ス
会
社

の
カ
ル
テ
ル
容
認
と
利
用
者
の
利
便

性
を
は
か
る
こ
と
と
の
両
立
の
た
め

の
制
度
的
な
担
保
、③
利
便
性
や
効

率
性
に
偏
重
し
た
安
易
な「
自
家
用

車
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
」の
導
入
を
認
め
な

い
こ
と
、な
ど
に
つ
い
て
政
府
の
見
解

を
質
し
た
。最
後
に
、鉄
軌
道
、バ
ス
、

タ
ク
シ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
交
通
事

業
や
物
流
事
業
に
対
す
る
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
追
加
対
策
に
つ

い
て
赤
羽
大
臣
の
決
意
を
求
め
、発

言
を
終
え
た
。赤
羽
大
臣
か
ら
は
、コ

ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
、「（
公
共
交
通
事

業
者
は
）社
会
に
と
っ
て
な
く
て
は
な

ら
な
い
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
た

め
、各
種
支
援
策
を
最
大
限
に
活
用

し
な
が
ら
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
」

と
の
答
弁
を
得
た
。

▲ 「セルフロックダウンの楽しみ方」和田祐一さん（土井）▲ 「セルフロックダウンの楽しみ方」和田祐一さん（土井）

◀ 「
コ
ロ
ナ
終
焉
」岩
井
勝
紀
さ
ん（
筑
紫
乗
務
）

◀ 「
コ
ロ
ナ
終
焉
」岩
井
勝
紀
さ
ん（
筑
紫
乗
務
）

公共交通ニュース

まんがタイムスMANGA TIMES ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
労
働
ニ
ュ
ー
ス
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
法
施
行

20
春
闘
作
品
展
に

ご
応
募
い
た
だ
い
た

ご
家
族
の
皆
様
へ

20
春
闘
作
品
展
で
は
、昨
年
を
上

回
る
3
3
9
作
品
も
の
ご
応
募
を
い

た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。ご
応
募
い
た
だ
い
た
方
へ
の
参
加

賞
を
、５
月
末
、分
会
長
お
よ
び
出
向

班
長
に
お
預
け
し
て
い
ま
す
の
で
、各

職
場
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。来
年

の
21
春
闘
作
品
展
で
も
、多
く
の
ご
家

族
の
皆
様
か
ら
ご
応
募
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
教
育
宣
伝
部
】

政府は5月26日、新型コロナウイルス感染症の影響で運賃収入が大幅
に落ち込んだ地方の路線バス、鉄道などを補助金で支援する方針を決め
た。2020年度第２次補正予算案に関連経費100億円超を盛り込む。各
社は外出自粛に伴う利用低迷で経営が悪化。補助金の投入で住民の生
活を支える地域の公共交通網を維持する。

補助金は離島と結ぶ船舶や航空路線、タクシーも対象。各社は混雑に
よる感染拡大を防ぐため、乗客が少なくても運行本数を極端に減らさな
いなどの対策を取っており、こうした運行経費の一部を補助する。運転席
と乗客の間仕切りとして設けるアクリル板、検温用サーモグラフィーの設
置など、乗客や乗務員の感染防止対策にも充てられるようにする。

政府は緊急事態宣言発令下でも、生活や企業活動に支障が出ないよ
う、交通機関に運行の継続を要請。しかし、外出自粛で通勤・通学や観光
客が減り、収入が激減していた。

（共同通信）

「
2
0
2
0
年
度

運
動
方
針
」

掲
載
写
真
募
集

教
育
宣
伝
部
で
は
、「
2
0
2
0
年

度
運
動
方
針
」に
掲
載
す
る
写
真
を

募
集
し
ま
す
の
で
、働
い
て
い
る
組
合

員
さ
ん
の
姿
や
、分
会
行
事
の
様
子

な
ど
、組
合
員
さ
ん
が
写
っ
て
い
る
写

真
が
あ
り
ま
し
た
ら
、分
会
長
を
通

じ
て
、各
部
門
の
教
宣
担
当
部
長（
自

動
車
：
松
本
、鉄
道
：
牧
野
、兼
業
：

北
島
）ま
で
、６
月
19
日（
金
）ま
で
に

ご
提
供
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。（e-m

ail

や

LIN
E

な
ど
、電
子
デ
ー
タ
で
お
送
り

く
だ
さ
い
）

【
教
育
宣
伝
部
】

企
業
に
対
し
て
、い
じ
め
や
嫌
が
ら

せ
な
ど
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

を
義
務
づ
け
る「
改
正
労
働
施
策
総

合
推
進
法（
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
法
）」が
、

大
企
業
を
対
象
に
６
月
１
日
、施
行

さ
れ
ま
し
た
。

厚
生
労
働
省
は
、「
職
場
に
お
け
る

パ
ワ
ハ
ラ
」と
は
、①
優
越
的
な
関
係

を
背
景
と
し
た
言
動
で
あ
っ
て
、②

業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
を
超

え
た
も
の
に
よ
り
、③
労
働
者
の
就

業
環
境
が
害
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
ら
３
要
素
を
す
べ
て
満
た
す
も

の
で
あ
る
と
、定
義
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
改
正
で
事
業
者
に
は
、パ
ワ

ハ
ラ
禁
止
の
明
確
化
お
よ
び
周
知
・
啓

発
、相
談
体
制
の
整
備
な
ど
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。一
方
、労
働
者
に
も
、

他
の
労
働
者
に
対
す
る
言
動
に
注
意

を
払
う
こ
と
や
、事
業
主
の
講
ず
る
措

置
に
協
力
す
る
こ
と
な
ど
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。た
だ
、パ
ワ
ハ
ラ
と
正
当

な
指
導
と
の
線
引
き
は
曖
昧
な
た
め
、

厚
生
労
働
省
が
示
し
た
左
記
の
具
体

例
を
参
考
に
し
て
、無
自
覚
に
パ
ワ
ハ

ラ
を
し
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、

一
人
ひ
と
り
が
自
身
の
行
動
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

公
共
交
通
労
働
者
の
待
遇
是
正
な
ど
を
訴
え
る

森
屋
隆
参
議
院
議
員

活
動
報
告

※
森
屋
議
員
が
質
問
し
て
い
る
様
子

は
、「
参
議
院
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
審
議
中

継
」で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

パ
ワ
ハ
ラ
防
止
措
置
を

企
業
に
義
務
化

政府、地方の路線維持に補助金100億円

言動の類型
【パワハラの６類型】

身体的攻撃

精神的攻撃

人間関係の
切り離し

過大な要求

過小な要求

個 の 侵 害

該当すると考えられる例 該当しないと考えられる例
◆殴打、足蹴り
◆物をなげつける

◆誤ってぶつかる

◆人格を否定するような言動
◆必要以上に長時間厳しい

叱責を繰り返す
◆他の労働者の面前で、大

声での威圧的な叱責を繰
り返す

◆再三注意しても遅刻が続
くので、一定程度強く注意
する

◆重大な問題行動をおこ
なったので、一定程度強く
注意する

◆同僚が集団で無視し、職
場で孤立させる

◆処分を受けた労働者に対
して必要な研修を別室で
受けさせる

◆新卒者に高すぎるレベル
の業務を課し、達成できな
いことを厳しく叱責する

◆私的な雑用をおこなわせ
る

◆育成のため、現状よりも少
しレベルの高い業務を課
す

◆繁忙期に業務上の必要性
から、一定程度多い業務を
課す

◆気に入らない労働者に仕
事を与えない

◆労働者の能力に応じて、一
定程度業務量を軽減する

◆性的指向や病歴などの個
人情報を本人の了解なく
暴露する

◆本人の了解を得て、個人
情報を担当部署に伝える

※厚生労働省ホームページより一部抜粋

参
議
院
本
会
議
で
代
表
質
問
、

赤
羽
国
交
大
臣
を
質
す
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